
【ヴィッセル神戸】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

髙山 汐生 

 

2024 年 6 月 9 日（日）、ヴィッセル神戸クラブハウスで、髙山 汐生 選手が、夢先生のクラブ運営

サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：アカデミー部、フットボールオペレーション部 

 

・活動内容、目的 

夢先生という企画名で、選手がヴィッセル神戸アカデミーU-15 所属の新中学 1 年生に向けて講

義をした。子どもたちに夢を与えることを目的に、選手たちが中学生の頃に何を考えていたか、プ

ロになって何を感じたか、今だからこそ中学生たちに伝えたいことなどを話した。 

講義時間は約 20 分、その後、質疑応答を約 30 分実施した。その後、サイン会と写真撮影を実施

した。 

 

◎選手のコメント 

髙山 汐生 選手 

このような活動を行うことにより、アカデミー選手に対して講義を行う反面、自分に対して、これま

でを振り返り、これからを考えることも有意義な時間になりました。 

アカデミー選手達は、とても想いが強く、自分の講義内容のメモを取り、多くの質問をしてくれまし

た。自分もアカデミー選手たちに負けないように次の目標に対して強い思いを持って向かっていこ

うと改めて思いました。 

 

 

写真提供／ヴィッセル神戸 

  

 



【ヴィッセル神戸】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

山内 翔 

 

2024 年 6 月 8 日（土）、ヴィッセル神戸クラブハウスで、山内 翔 選手が、夢先生のクラブ運営サ

ポート活動を行いました。 

 

・関連部署：アカデミー部、フットボールオペレーション部 

 

・活動内容、目的 

夢先生という企画名で、選手がヴィッセル神戸アカデミーU-15 所属の新中学 1 年生に向けて講

義をした。子供たちに夢を与えることを目的に、選手たちが中学生の頃に何を考えていたか、プロ

になって何を感じたか、今だからこそ中学生たちに伝えたいことなどを話した。 

講義時間は約 20 分、その後、質疑応答を約 30 分実施した。その後、サイン会と写真撮影を実施

した。 

 

◎選手のコメント 

山内 翔 選手 

今回の活動に取り組むにあたって、発表の資料作成の時から自分のこれまでを振り返り、自分以

外の人に伝えるといった普通に過ごしていればやらないような経験をすることができた。聞いてく

れた人たちの反応や感想等をしっかり見て、これからまた話をする機会やいろんな現場に活かせ

るようにやっていきたいと思う。 

 

写真提供／ヴィッセル神戸 

    

 

 



【ヴィッセル神戸】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

髙山 汐生 

 

2024 年 6 月 19 日（水）、神戸市内の小学校で、髙山 汐生 選手が、Goal For Smile のシャレン！

活動を行いました。 

 

① 地域・社会課題： 

「全国体力・運動能力等調査」の実技の結果が男女ともに低下しており、体力の向上は重要な課

題です。選手が小学校に訪問することで、サッカーをより身近に感じてもらい、運動するきっかけ

にしてもらいたいという狙いがあります。 

 

② 協働者：宮川小学校/池田小学校/五位の池小学校/ 

         神戸市   

 

③ 活動概要や内容、目的 

目的：選手が小学校に訪問することで、子どもたちにサッカーをより身近に感じてもらい、運動する

きっかけにしてもらいたい。また、夢を叶えた選手が子どもたちと触れ合うことで努力する大切さや

周りに感謝する重要性を伝えることも目的である。 

活動：小学校を訪問し、生徒と交流する。具体的には、質疑応答やサッカーボールの贈呈、写真

撮影などがある。 

 

 

◎選手のコメント 

髙山 汐生 選手 

一校に滞在する時間は決して長くはなかったが、その中でも自分に対してすごく興味を持ってくれ

てとても楽しい時間になった。 

あまり試合に絡めていない自分に対してもこの様な対応を行ってくれるのはこれまでヴィッセルが

この地域に対して様々な活動を行い、ヴィッセル神戸というクラブが地域に根付いている一つの

証拠だと思うので、これからもこのような地域貢献活動は継続していくべきだと感じた。 

 

 

 

 

 

写真提供／ヴィッセル神戸 



    

 

 

 



【ヴィッセル神戸】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

山内 翔 

 

2024 年 5 月 29 日（水）、神戸市内の小学校で、山内 翔 選手が、Goal For Smile のシャレン！活

動を行いました。 

 

① 地域・社会課題： 

「全国体力・運動能力等調査」の実技の結果が男女ともに低下しており、体力の向上は重要な課

題です。選手が小学校に訪問することで、サッカーをより身近に感じてもらい、運動するきっかけ

にしてもらいたいという狙いがあります。 

 

② 協働者：玉津第一小学校/出合小学校/枝吉小学校            

         神戸市   

 

③活動概要や内容、目的 

目的：選手が小学校に訪問することで、子どもたちにサッカーをより身近に感じてもらい、運動する

きっかけにしてもらいたい。また、夢を叶えた選手が子どもたちと触れ合うことで努力する大切さや

周りに感謝する重要性を伝えることも目的である。 

活動：小学校を訪問し、生徒と交流する。具体的には、質疑応答やサッカーボールの贈呈、写真

撮影などがある。 

 

◎選手のコメント 

山内 翔 選手 

Goal For Smile を通して、サッカー選手として周りの方から応援されていることは当たり前ではな

いし、子どもや社会からの見られ方を直接現場に足を運ぶことで肌で感じることができた。 

もっと自分がピッチ内外で子どもたちやたくさんの方から憧れられる人間になりたいと思う。 

 

写真提供／ヴィッセル神戸 

   

   


